
 

 

 

 

 

 
 

根を育てる 

校長 吉岡 学 

 

 ついこの前、入学式で１年生が長四小の仲間に入った

と思っていたら、もう５月を迎えていました。先月 26

日には『1 年生を迎える会』が行われました。体育館に

全校児童が会し、心温まる歓迎会に 1 年生も安心感を持

てていたようでした。 

 さて、今回は「根を育てる」と題し、＜感性＞を育て

るお話をしたいと思います。長四小が大切にしている非

認知能力の土台を支えている根元の部分のお話です。 

 皆さんは＜ちばてつや＞氏という漫画家をご存知で

しょうか。代表作は『あしたのジョー』です。見たこと

聞いたことがある方は、私と同年代でしょうか。そのちばてつや氏が、2019 年より埼玉県宇都宮市にある文星芸術

大学の学長に就任されています。学生には「物事に感動できる人間であってほしい」と語っておられます。また、「木

で例えると、上に伸びよう、花を咲かせようとばかり考えるのではなく、地味だけど下に根をしっかり張りなさい

と言いたい」ともおっしゃっています。 

 ＜物事に感動できる人間＞に必要な素材とは、何でしょう。「夕焼けの美しさに思わず立ち止まり、何も考えず眺

めてしまう」「夜空の群青に煌めく星を眺め、悠久に思いを馳せる」「庭園に仕立てられた黒松の美しさと、それを

際立たせる借景の絶妙のバランスに魅入る」「発芽した＜ほうれん草＞の芽の力強さに、喜びを感じる」「目の前の

オーケストラの演奏に心が弾む」「水墨画の白と黒の世界に、生命の息吹を感じる」「生まれたばかりの赤ちゃんの

無力さに『この子を私が守らなければ』と決意する」・・・。感動する場面は人それぞれですが、感動に導かれる原

動力は＜豊かな感性・感受性＞だと思います。 

 では、＜豊かな感性・感受性＞はどのように培われていくのでしょうか。私は、＜豊かな体験＞や＜豊かな環境

＞しかないのではと思っています。しかも、その体験や環境を「豊か」だと気付かせてくれたり、共有してくれた

りする誰かがいると、感動に深みが増していきます。例えば、親子で美しい夕焼け空に向かい合ったとき、「すごく

きれいだね。どうやってあんな色が出せるのかなあ」とお母さんが子どもに声をかけるだけでいいと思います。銀

閣寺の舎利（円錐形の砂利の塊）に足を止め、人と自然が作り出した絶妙なバランスの美を見つめ、「どこから見れ

ば、舎利が映えるかな」というのも面白い声掛けだと思います。 

 私は、「上に伸びよう、花を咲かせよう」と努力することは大切だと思います。まだまだ小学生である子どもにと

って、花という目に見える目標がなければ、努力の継続は難しいかもしれません。でも、「地味だけど下にしっかり

根を張る」には、誰かのアドバイスや導きがポイントになってくると思います。その一言で、根はさらに伸び、し

っかり大地をつかむように張っていくのだと思います。 

 子どもたちの「根を育てる」ための一番の存在は、「親・家族」そして私たち教員です。今、目の前にいるお子さ

んが『親』になったとき、自分の子ども（皆さんのお孫さん）にどんな導きをしているのか、今の体験や感性・価

値観の育成が大きな影響をもっていることに間違いありません。そんな未来も頭の片隅に置きながら、目の前の子

どもの未来を信じて、一緒に様々な体験を楽しんでほしいと思います。 
 
 
 

未来へ Think globally Act locally



 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月の予定 

 

学年 給食費 学級費 PTA 積み立て 合計（円） 備考
1 9,375 5,400 1,500 16,275
2 10,290 3,000 1,500 14,790
3 10,290 3,000 1,500 14,790
4 10,290 4,000 1,500 15,790
5 10,290 4,000 1,500 4,000 19,790
6 10,290 3,000 1,500 4,000 18,790

◆５月の引き落としは５月10日（金）です。※予備日は５月20日（月）

◆集金事務が滞りますので、期日に入金していただきますようお願いします。

のびっこ 各学年と同様


